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「人生１００年時代」に求められるスキル

社会人基礎力

専門スキル

社内スキル

キャリア意識、マインド

パフォーマンス

年齢

• 全ての基盤
• 絶えず持ち続けることが必要

• 社会人としての基礎スキル
• 初期に身につけておく必要

• 人材としての付加価値の源泉
• 絶えず新たなスキルの獲得や
アップデートが必要

• 職場によって異なる

専門スキル

社会人として
の基盤能力

【OS】

業界等の特性に
応じた能力

【アプリ】

人生100年時代の働き手は、
【アプリ】と【OS】を常に “アップデート” し続けていくことが求められる。

インターンシップは、OSをアップデートする機会のひとつ。



「人生100年時代の社会人基礎力」とは

「人生100年時代の社会人基礎力」は、これまで以上に長くなる個人の企業・組織・社会との関わりの中で、
ライフステージの各段階で活躍し続けるために求められる力と定義され、社会人基礎力の３つの能力／12
の能力要素を内容としつつ、能力を発揮するにあたって、自己を認識してリフレクション（振り返り）しながら、
目的、学び、統合のバランスを図ることが、自らキャリアを切りひらいていく上で必要と位置付けられる。

どう活躍するか
【目的】

自己実現や社会貢献
に向けて行動する

リフレクション （振り返り）

３つの能力
12の能力要素

前に踏み出す力

主体性、働きかけ力、
実行力

考え抜く力

課題発見力、
計画力、
想像力

チームで働く力

発信力、傾聴力、
柔軟性、情況把握力、

規律性、
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

どのように学ぶか
【統合】

多様な体験・経験、能力、
キャリアを組み合わせ、

統合する

何を学ぶか
【学び】

学び続けることを学ぶ

３つの視点



インターンシップとは
自己理解と職業理解を促進させる1つの「きっかけ」

自分理解を深める
●自分はどういう行動ができたか
●自分の知識や能力は、実際の仕事の現場で求められる知識や能力に照らし合わせてどうだったか
●自分はその仕事の現場に接して、どう考え・感じたか、何に関心をもったか

仕事・業界の理解を深める
●自分が思い描いていた仕事・業界の現実が見えてくる
●自分が知らなかった仕事・業界が見えてくる

仕事（勤労）観を培う
●社会人として求められる態度・行動を体感する
●職場の個々人が果たしている「役割」、その部門がその会社の中で果たしている「役割」、
その会社が業界の中で、あるいは顧客に対して、果たしている「役割」が見えてくる



・実際の現場に触れることで、

自らの学問・研究の一層の理解に役立つ

・将来の職業選択に備えて、

自らの適性・能力について実践的に考える機会となる

・将来の就職活動において

志望業種・職種のスムーズな決定、さらには

就職後の職業への適応力を高めることにも繋がる

目的意識を持って参加すれば次のような効果が期待できる

●自分の能力、知識、興味・関心などに関して、自己理解が深まる

●業界の特性・仕事の中身・仕事の進め方・組織の実際などに関する理解が深まる

●社会人として意識や考え方、行動のあり方がわかり、勤労観を培える

インターンシップのメリット

社会人として
の基盤能力

【OS】



自己チェックしてみましょう







大学経由

公募型
（自由応募）

主にインターンシップ窓口で
取りまとめ（大学と受入れ先で締結）

・かごしま課題解決インターンシップ
・九州･山口の広域インターンシップ
・官公庁インターンシップ
・操縦飛行体験「ＳＫＹＣＡＭＰ」

（主に所属学部で申請）

・学部・研究科独自のインターンシップ
・単位認定となるインターンシップ

個人で申し込み

・キャリタスＵＣ（大学に届いた情報）
・自治体が運営するサイト（例：かごjobなど）
・就職情報会社が運営する情報サイト（例：リクナビ、マイナビなど）
・企業のホームページ

取り扱いの種類

覚書の締結、申込み～書類提出、
受入れ先との連絡は、基本的に
インターンシップ窓口や各学部で
行います。

申込みや連絡調整などは、
学生個人の自己責任で行う
ことがほとんどです。



検索方法

大学経由

公募型
大学に届いた公募型のお知らせ
の一部も検索可能です

地域キャリア・インターンシップ
（かごしま課題解決インターンシップ）

大学経由（広域型・自治体等）
インターンシップ

公募型インターンシップ・1日体験情報

① ②

③



申請方法

大学経由 ①ホームページに掲載しているリストを確認して、

事前に受付フォームに入力して仮申請

②期日までに必要書類 をインターンシップ窓口に提出

※事前にインターンシップ保険の加入確認をしましょう。
※自治体のＨＰに掲載されている期日は、学生向けではありません。
必ず、学部ＷＥＢメール・キャリア形成支援センターのホームページで
確認しましょう。
※書類作成に期日を要します。余裕を持って準備をしましょう。

公募型 各自で確認・エントリー

※大学から提出が必要なものは早めに相談しましょう。



選考方法

大学経由 基本的には、提出書類をもとに各自治体・受入先にて配属
調整を行います。(部署によっては人数制限があります）
授業・単位取得予定の方が優先される場合もありますので、
予め申し出てください。

※最近、エントリーシートの内容により受入不可となるケースが目立ちます。
必要であれば、早めに事前相談や添削を受けることをお勧めします。
※広域型インターンシップの場合、その県に在学する学生が優先されます。

公募型 受入企業ごとによって異なります。

エントリーシートやＳＰＩ、面接がある場合もあります。
面接練習やエントリーシート添削が必要な場合は、早めに対策をしましょう。



インターンシップ保険

大学経由 「学生教育研究災害傷害保険」と

「学研災附帯賠償責任保険」が適用されます。

公募型 「学生教育研究災害傷害保険」と

「学研災附帯賠償責任保険」が適用されません。

大学生協の保険など、別途自分で保険に加入する必要
があります。 民間の保険に加入している際は、予め
インターンシップが適用されるか保険会社に確認し、
証明書を発行しておきましょう。
※ただし「学研災付帯学生生活総合保険」に加入している場合
は、他の保険に加入する必要はありません。



大学経由
目的意識（課題）を持って地元企業または自治体での
現場実習を経験することで、就業意欲、職場適応力、
課題解決力などを高めることを主たる目的としていま
す。

さらに、本インターンシップの課題プログラムを行う
ことで、自己分析力・自己管理力・計画的行動力・情
報収集力・多元的多角的分析力・客観的判断力、他者
に対する寛容さ、対人調整力、コミュニケーション力、
課題解決力など、社会で活躍するために必要な能力を
さらに伸ばすことが出来ます。

※県内企業に参加を希望する学生には、岩崎育英文化財団様より交通費等の補助

金が支給されました。（令和2年度実績）

地域キャリア・インターンシップ
（かごしま課題解決型インターン
シップ）は、

鹿児島大学が学生のみな
さんに提供しているイン
ターンシップです。

自治体や企業、鹿児島商工会議所
の協力のもと、学生の皆さんの頑
張りを全力で応援するプログラム
です。

鹿児島大学・独自

令和3年度の実施課題（一例）
・女性客の利用向上に繋がるガソリンスタンド店舗の提案
・「行きたい！食べたい！」と思わせたい！飲食店舗の顧客満足度を高めるには？

・組立工程に隠れる『3ム』を改善！ ～10日間で学ぶ働き方改革のすすめ～
・伝統文化を再構築し今へのつなぐ これからの時代の伝え方を構築
・「海外に通じる焼酎の新商品づくり」
・「道の駅川辺やすらぎの郷」へ市外からの観光客を増やす企画の提案

ここをタップ・クリック

https://www.kagoshima-u.ac.jp/job/local.html
https://www.kagoshima-u.ac.jp/job/local.html


広域型インターンシップ
九州・山口の企業公共団体のインター
ンシップで、大学を通じての申請が必要
なインターンシップです。
当該県の大学生が優先されたり、県外大
学への通知から応募締切までの期間が極
端に短い県もあります。ご注意ください。

なお、九州・山口以外の都道府県が運営するイン
ターンシップ推進協議会等が実施するインターン
シップへ参加枠が付与される場合もあります。
また、広域インターンシップとは別に【奄美市イ

ンターンシップ制度】など、市町村単位での
インターンシップ受入を行っている場合もあ
りますので、関心のある方は、早めに希望地域の
市町村サイト等で確認し、インターンシップ窓口
に申し出てください。

所在県 運営団体

長崎県 長崎インターンシップ推進協議会

大分県 大分県 雇用労働政策課
若年者就業支援班

山口県 山口県インターンシップ推進協議会

大学経由

令和2年度の参加例
・奄美市インターンシップ事業
・広島県インターンシップ促進協議会
・北九州インターンシップ事業

広域型インターンシップとは、
該当県の加盟高等教育機関及び行政・経済団体等で組織された運営団体が実施するインターン
シップに、県外学生にも実習枠が付与された場合に参加できるインターンシップのことを指し
ます。
上記県以外の運営団体は、公募型インターンシップとして募集している場合があります。

令和3年度広域型インターンシップ受入先

https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/shigoto-sangyo/koyosokushin-shokugyonoryokukaihatsu/jinzai-internship/bosyu-internship/
https://www.pref.oita.jp/site/sme/kouiki-internship.html
https://www.pref.oita.jp/site/sme/kouiki-internship.html
https://www.y-internship.com/


大学経由

操縦飛行体験「ＳＫＹＣＡＭＰ」

鹿児島大学 × ＪＡＣ × ＪＡＬ
で実施する本格実践型インターンシップ

２週間、鹿児島空港で飛行操縦の原理や
必要な技術を学び、最終的に自らの手で
飛行機を飛ばす体験を行います。

～３期生の募集は夏頃、詳細発表！～

対象：２０２４年３月卒見込み
性別・文理不問
鹿児島で働きたいと強く想っている方
パイロットとして離島振興に携わりたい方



注意事項

インターンシップ参加の心得

１．事前準備
①インターンシップ先についての情報収集
…経営者の名前、沿革、経営理念、事業内容、
社員数程度は把握しておく

②質問したいことをまとめる

③メモ帳と筆記用具を準備
…メモを取りながら話を聞くように心がける

④リクルートスーツを用意
…特に受入先から服装について指定されない
限り、リクルートスーツ・革靴・ビジネスバッグ
を推奨

２．実習中に気を付けること
①目的意識を持って積極的に取り組む
②毎日の振り返りを行い、日誌を付ける
③実習中に知り得たインターンシップ先の秘密情
報は一切外部に漏らさないこと

３．実習後にすべきこと
受入先や大学からの指示に従ってレポートを作
成・提出する

⑤所在地までのルートと所要時間を調べておく
…不安があれば事前に下見しておくと良い。
当然のことながら遅刻は厳禁

⑥基本的なビジネスマナーを確認
…社会人としての身だしなみ、敬語やあいさつ、
電話対応、ビジネスメール、報告・連絡・相談の
他に、経済社会情勢なども押さえておく



参加者の声

■インターンシップで、がんばったことや自信につながったことは何ですか？
・期間中は、研修生としてではなく、企業の一員として仕事をすることを心がけた。
・積極的に自分の考えを人に伝えること。
・積極的に挨拶や電話応対を行った。
・仕事を早く、正確にこなすよう努めた。
・一つの物事について深く掘り下げて考えるように努めた。
・お客様１人１人に合わせた接客サービスに取り組んだ。
・自分の専門外であっても楽しく仕事が出来たことで自信につながった。
・自分が担当したお客様から良い評価をもらえたことで自信につながった。
・大学で学んだ知識がインターンシップの課題を行う上で役立った。
・業界の様子を知ることができて、就職に向けて少し自信がついた。
・自分の知らない事にも勇気をもって取り組める人間だと気づけたことが自信になった。
・疑問に思ったことを積極的に質問することができた。
・将来の自分について考えることができた。
・自分の意見が採用された。

■インターンシップの事前学習として取り組んでおけば良かった点は何ですか？
・業界・業種研究、企業研究。
・自己分析をし、長所・短所を理解した上での目標設定。
・WordやExcel、PowerPointなどパソコンのスキル。
・電話対応やビジネスメールの書き方 ・ビジネス文書やお礼状の書き方。
・新聞を読み、社会の動きを把握しておくこと。
・毎日、日本経済新聞を読むこと。
・業界についてもっと下調べをすべきだった。
・事前に質問を用意しておけば良かった。
・仕事で使用するソフトウェアの使い方。
・語学力。

■インターンシップに参加してみて、
努力が必要だと感じたことや今後の課題は何ですか？

・挨拶や返事など当たり前のことができていないことが分かった。
・明確な目標、ビジョンを持つための業界・業種研究、自己分析
・問いかけに対して、表面的な受け答えしかできず、自己の掘り下げが足りないと感じた。
・もう少し社会の動きに敏感にならなければいけないと思った。
・パソコンスキルの向上。
・コミュニケーションスキルや協調性の向上。
・英語力。
・自分の強みを伸ばしていくこと。
・プレゼン方法を身につけること。
・毎日新聞を読んで基本的な社会経済情報を取り入れること。
・様々なことに対して自分の意見を持つこと。
・社会人としてのマナーや姿勢。
・ハプニングやお客様に言われたことに対応できる臨機応変さ。
・自ら能動的に動くことが必要だと感じた。
・専門分野の知識や実習等の技術がまだまだ足りないと思った
・初めてのことを思いきりよくチャレンジすること。

■後輩にインターンシップを勧める理由
・自分を見つめ直すきっかけとなると感じたから。
・自分の就活に対する姿勢の甘さを知り、前向きに取り組もうという気持ちになったから。
・今後就活をする上で「はたらく」ことがどういうことなのかを真剣に考える良い機会で
あると思うから。

・就活、就職に対する意識が変わると思う。就活へのモチベーションが上がる。
・実際の社員の人や会社の雰囲気を知ることができる。
・他大学の学生との交流が刺激になる。
・自分に足りないものに気づく。
・学生気分でいることの危険性に気づく。
・実際に仕事をすることで職業選択の幅が広がる。
・企業のイメージを知ることができる。
・漠然とした目標が明確になる。
・大学内の講義だけでは学ぶことができないことを教えてもらえる。



インターンシップ窓口

場 所

開室時間

連 絡 先

： 共通教育棟１号館１階

： 平日 ８：３０～１７：１５

： ０９９－２８５－７０５３
intern01＠kuas.kagoshima-u.ac.jp

キャリアに関する、専任教員1名、専門スタッフ2名が常駐しています。
気になることや相談事があれば、気軽にお越しください。


